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	 第１章	 	 序	 論	
	
1.0.	 要約	



















乳幼児のゲーム機器の接触率は、2 歳までで 13％、5 歳では 44％になるといわれてい
る（中井・西村・菅原, 2010）。ただし、これらメディアの使用については、子どもの
知的活動に効果的であるという積極的な理由ばかりでなく、家庭であれば育児の補完、
















	 テレビや DVD のような受動的な使用形態が多いメディアから、スマートフォン、
タブレット端末のようなインタラクティブ性のあるメディアに至るまで、多くのメデ
ィアの中核となる情報源は「映像」、すなわち視覚情報である。人間が日常的に情報量











































































































	 	 	 	 	 	 	 	 図 1−1	 本研究において対象とする「映像」の考え方	






は、児童福祉法第 4 条によれば（1）新生児（乳児のうち出生後 28 日未満）、（2）乳
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放送連盟による大規模なプロジェクトが組成され、複数年にわたってテレビの子ども
への影響について調査研究が行われている（小平, 2003）。具体的なものとして、1967















トの番組開発を行っている CTW （Children's Television Workshop）で開発された
ディストラクターメソッドと呼ばれるテレビ画面と他人や他の遊具との注視比較を検 
  
調査環境（ディストラクターメソッド）	 	 	 	 	 	 時系列状態分析器（前迫・坂元・末武,	1981）	
	 	 	 	 	 	 	 	 図 2-1	 2 歳児テレビ研究会における注視状況の分析	








野井・宮川, 1994、山本, 1993、今井・有川, 1996、森田, 1999・2000 他）、あわせて、
乳幼児の認知発達の特性から映像をどう捉えるのかを検討した研究（村野井, 2002、
木村・加藤, 2006、足立・麻生, 2007、木村, 2008 他）や、幼児を対象とした映像メ





































	 	 図 2-2	 幼稚園・保育所におけるパソコン利用状況の推移（小平,	2009 より引用）	















る IT 利用のニーズが広まる中、1990 年代後半よりパソコンの普及をきっかけに映像
メディアの教育利用に関する実践研究が一部に見られるようになる（松山 2000、市


























	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 表 2-2	 森田（2008）の調査データに関する基本統計量	
	
	
	 	 	 	 図 2-3	 共分散構造分析による観測変数間の因果関係の構成（森田,	2008）	
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	 そこで、森田・堀田・上椙	他（2012）は、全国の幼稚園のうち 500 園（返信数 264
園、回収率 52.8％）を対象に園務のコンピュータ利用についてのアンケート調査を行	
	
表 2-3	 全国の幼稚園 web サイトの設置率（森田・堀田・松河	他,	2012）	
	
表 2-4	 全国の幼稚園 web サイトの更新頻度（森田・堀田・松河	他,	2012）	
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	 	 図 2-4	 園務の情報メディア利用についての意識調査と既導入園について（森田	他,	2012）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  












	 図 2-5	 園務の情報メディア利用についての不安と支援の必要性について（森田	他,	2012） 
	


























































American Academy of Pediatrics）」と「アメリカ幼児教育協会（NAEYC: National 





会(AAP)が 2011年 11月に発表した「Media Use by Children Younger Than 2 Years.」
およびアメリカ幼児教育協会（NAEYC）が 2012 年 1 月に発表した「Technology and 
Interactive Media as Tools in Early Childhood Programs Serving Children from 





















	 この提言は同会が 1999 年８月に発表した提言書「Media Education（Pediatrics, 















































  28 




























  29 




























  30 
には、倫理的な問題や危険が伴う可能性もあるため、これまで実証が難しい分野とさ








































































「Technology and Interactive Media as Tools in Early Childhood  
























	 なお、アメリカ幼児教育協会も、かつて 1996 年４月に「Technology and young 
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  37 
えば、1990 年代後半からイギリスが中心となってヨーロッパ各国による国際共同研究
が進められ、新しいメディア環境が子どもに及ぼす影響についての検討も積極的に行
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  41 
親の所有状況に応じて幼児の使用も多く見られる。また、対応するアプリケーション
も多く販売されており、幼児向けまたは幼児教育用とされるものは現在、i phone 対応






















































































山下 他,  2011、江本, 2007）。また、映像メディアに対する臨場感や没入感などの感
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・カメラワークによる表現技法	





















	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 パン	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ティルト	
	
図 3-1	 カメラワークによる映像メディアの表現技法例		





































	 表 3-1 は、本調査の対象とした NHK 幼児向け教育番組と保育内容５領域との関係に
ついて検討し、NHK 番組制作局ファミリー番組部からの参考意見の回答を得てまとめ
たものである。また、表 3-2、3-3 及び図 3-2 は、調査対象番組の表現技法および形式
的特徴についてそれぞれ分析調査した結果である。	
	
	 	 	 	 	 	 	 表 3-1	 NHK 幼児向け教育番組と保育内容５領域との関係	
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	 	 	 	 図 3-2	 調査対象の NHK 幼児向け教育番組（15 分間）のショットの構成比率	
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第４章	 生理学指標による研究手法と教育学研究への利用	
 
4.0.	 要約	 	 	 	













	 	 	 	 	 図4-1	 教育学分野に用いられる生理学指標についての分類（寺尾,	2012より引用）	 	
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	 上記の図 4-1 に示すように、生理学指標については、神経系の機能によって「脳」
を中心とした中枢神経系（CNS : Central Nervous System）と、「眼球運動」「自律神





いている器官を制御するもので、さらに交感神経系（SNS : Sympathetic Nervous 
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交感神経は心拍を遅らせる働きとなる。この原理をふまえ、心拍変動の周期的活動を
分析することにより、自律神経系の状態を把握することができ、その一因としての認




4.2.1.2.	 	 時間領域分析法（Time	Domain 法）による分析	
	 生理学指標として分析する場合、心電図の R 波について拍動を計測することが多い。
洞結節からの電気刺激については、本来、P 波が相当するとされているが、電位が小
さく、アーチファクトの影響を受けやすいことが知られており（谷・山崎・堀, 2008）、
抽出しやすい R 波で計測されている（図 4-2 参照）。この、R 波の間隔を拍ごとに測定
した値を「RR 間隔（もしくは IBI: Inter Beat Interval）」という。この RR 間隔を
ms 単位で測定し、60,000/ （RR 間隔）ms で、１分間あたりの心拍数に換算したも
のを「瞬時心拍数（Instantaneous Heert Rate Variability）」という。そして、瞬時
心拍数を時系列的に記録したデータを心拍タコグラムという。また、連続した RR 間
隔の差が 50msec を超過する比率（RR50）、さらに、一定区間の RR 間隔の標準偏差
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4.2.1.3.	 	 周波数領域解分析法（Frequency	Domain 法）による分析	
	 心電図の RR 間隔を時系列的に表したデータをもとに、周期的な変動成分の特徴を
捉える方法である。周波数解析の手法には、高速フーリエ変換法（FFT : Fast Fourier 












図 4-3 は、高速フーリエ変換法による HF、LF の分布例を示したものである。また、








	 	 	 	 	 図 4-3	 周波数領域解析法による HF,LF 成分の例	(FFT 法による)	 （林（1999）より引用）	













発性瞬目」の 3 つに分類することができる。 
	 まず、「反射性瞬目 (Reflex Blinking)」とは、音や光などの突発的刺激など、末梢
刺激に対して反射的に閉瞼する急開閉の瞬目である。刺激の種類によって、視覚性、
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（田多・山田・福田, 1991 ほか）。 
	 なお、「群発性瞬目（Blink Burst）」については、視覚疲労や覚醒水準の低下時に増
加しやすいとされている。また、「微小瞬目（Micro Blinks）」については、視覚認知
























デオカメラ記録法と EOG 法と比較した場合、撮影解像度 320×240pixel、フレームレ
ート 30fps（１コマ=1/30 秒）の条件であれば、両方法の合致率が 93.7％であったこ
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とが明らかにされており（大西・大矢・野本 他, 2011）、この条件以上であれば検出















	 	 	 	 	 	 	 						 		




	 	 	 	 	 	 	 図 4-6	 動画像解析による分析法の一例（Image	J を使用）	
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表 4-1	 「生理心理学と精神生理学（日本生理学会学会誌）」における過去 10 年間の関連研究の件数	
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「主観型映像（point of view shot）」とは、「映画などで、登場人物の視点で撮影され
た映像。登場人物の視界を視聴者が共有できるため、現実感があり、迫真性が高い（デ
ジタル大辞泉）」とされている。この映像表現の考え方は、映画が登場した 1896 年よ










































間での理解差が認められていることから（Smith, Anderson, & Fischer, 1985、





























被験者：公立幼稚園 4 歳クラス児・5 歳クラス児	 各 50 名、合計 100 名	
	 平均年齢は、4 歳クラス児が 5 歳 1 か月、5 歳クラス児が 6 歳 2 か月である。	
材料：①実験用映像 2 種(主観型映像、傍観型映像)	②ビデオデッキ、③テレビモニタ、	
	 	 ④対象理解課題用パネル、⑤移動理解課題用ミニチュアモデル	
	 	 なお、実験用映像（傍観型映像）の例を図 5-1、対象理解課題を図 5-2、移動理解	
	 	 課題を図 5-3 に示す。	
	 	 本研究の実験用映像には、実験的検討の要因統制を考慮して、CG を用いたオリジ	
	 ナルアニメーションを作成した。内容は、ある水族館の入り口に立ったシーンより	

































図 5—1	実験用映像の例（傍観型）	 	 図 5-2	 対象理解課題	 	 	 	 図 5-3	 移動理解課題	
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5.2.3.	 結果と考察	
・対象理解課題		
	 本課題では、指さし法による回答のうち、正答１種に対して 1 点を与えた。ただし
７種以上を回答した場合、過剰回答分を正答数を上限に減点した。したがって、ター







	 	 	 	 	 	 	 	 	 表 5—1	 対象理解課題の成績の平均得点（標準偏差）	 	 	 	 	 		 	 	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 主観型映像		 	 	 	 	 	 傍観型映像	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
	 	 4 歳児														4.80（1.29）					 	 	 	3.24（2.03）	
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	 	 	 	 	 	 	 	 	 表 5-2	 移動理解課題の成績の平均得点（標準偏差）	 	 	 	 	 		 	 	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 主観型映像		 	 	 	 	 	 	 傍観型映像	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
	 	 4 歳児														2.32（2.93）													4.88（2.32）	





































被験者：幼稚園５歳児	 ６名（年齢範囲：5 歳 5 か月〜6 歳 3 ヶ月）	
材料：①実験用映像４種（主観型映像・客観型映像かつターゲット６種・７種；図 5-4	
	 参照）、②DVD プレーヤー、③テレビモニタ、④対象理解課題（図 5-5 参照）、	







	 図 5-4	 実験用映像の例（主観型）	 	 図 5-5	 対象理解課題	 	 	 図 5-6	 移動理解課題	
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なお、生理学指標については、以下２種の機器及びソフトウェアを使用した。	
（1）心拍データ：心拍測定用ワイヤレス生体センサー「RF-ECG」（マイクロ・ 
	 メディカル・デバイス株式会社製：図 5-7 参照）、およびデータ分析ソフトウェア 
	 「MemCalc/Bonaly Light」（GMS 株式会社製：図 5-8 参照） 
（2）瞬目データ：ビデオカメラ（JVC 社製 GZ-F100）、動画像解析ソフトウェア 
	 （「Adobe Premire Element12（Adobe 社製）」） 
                     
図 5-7	 ワイヤレス生体センサ 「ーRF-ECG」	 	 	 図 5-8	 分析ソフト「MemCalc/Bonaly	Light」	 	 	 	 	 	
	
手続き:実験開始時に被験者に実験趣旨に関する内容を平易な表現で説明し、同意を 
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	 その後、実験用映像を視聴してもらい、終了後、次の２種の課題に取り組んでもら
った。なお、実験および調査状況は図 5-7 の通りである。 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  




	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 表 5-3	 テスト法の結果 
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5.3.3.2.	 生理学指標による測定結果について	
・心拍データについて	


















ついて、心拍データと共に次項より説明する。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
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	 	 	 	 	 	 	 	 	 表 5-5	 	 本調査におけるの瞬目数および瞬目率	   
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	 	 	 	 図 5-8	 主観型映像群（３名）の生理学指標データ（赤：心拍、青：瞬目数）	
 



















































	 	 	 図 5-9	 傍観型映像群（３名）の生理学指標データ（赤：心拍、青：瞬目数） 


















ストの間に低下している。また、レストの間に瞬目が瞬目率 33.3 回/min の頻度で発
生している。被験者③については、瞬目が対象理解課題中に２回、移動理解課題中で






























	   
	 	 	 	 	 図 5-10	 主観型映像群（３名）の生理学指標データ（赤：心拍、青：瞬目数） 











については発生していた。また、その後のレストの間では瞬目率 25.0 回/min で発生
しているが、移動課題時には減少している。次に、被験者②については、対象理解課
題では開始時に瞬目が発生しているが、その後、課題終了からレスト時までには発生




なっていることが伺える（映像視聴時 32.0 回/min→対象理解課題時 13.1 回/min、移
































	 	 	 図 5-11	 傍観型映像群（３名）の生理学指標データ（赤：心拍、青：瞬目数） 




























































































































































  111 














福島理恵子・平山雄三（2006）鑑賞者参加型の３次元映像ディスプレイ	 情報処理, 47,  
	 4, 368-373. 
Gathercole, S. E. 1999 Cognitive approaches to the development of short-term  
	 memory. Trends in Cognitive Science, 3, 410-419. 




	 格の影響	 日本小児腎臓病学会雑誌 9, 2, pp.240-243. 
今井靖親・有川佳尚（1996）幼児・児童における映像理解の発達 -シーンの提示順序
と物語の先行情報の効果- 奈良教育大学紀要，45(1)，pp.177-189. 
  112 
Kose，G.，Belin. H. & O' Coner , J. (1982). Child comprehension of actions depicted  
	 in photographs.  Developmental Psychology, 19, pp.636-643.  
Kraft，R.（1986） The role of cutting in the evaluation and retention of film. 	 	  
	 Joumal of Experimental Psychology: Leaming，Memory，and Cognition，12，1， 
	 pp.155-163.  
秋山隆志郎・岩崎三郎（1994）改訂：視聴覚教育	 東京：樹村房 
村野井均（1993）テレビ理解における番組制作者の役割	 -映像の過去形の使われ方- 
	 福井大学教育学部紀要Ⅳ(教育科学)，47，pp.129-140.  
無藤隆（1987）テレビと子どもの発達	 東京：東京大学出版会 
森田健宏（1997）幼児の映像理解に関する研究	 -視点スタイルと発達差に関する検討 
	 -読書科学, 41, 3, pp.105-113.  
中島義明（1996）映像の心理学	 -マルチメディアの基礎-	 東京:サイエンス社 
小木哲朗（1999）没入型ディスプレイの特性と応用の展開 ヒューマンインタフェー 
 ス学会論文誌 1, 4, pp.43-49. 
Smith, R., Anderson, D.R. & Fischer, C. （1986）Young Children’s comprehension  
	 of montage. Child Development, 56, pp.962-971. 
Steavenson, B.S. & Friedman, S.L. （1986）Developmental changes in the  
	 understanding of pictorial representations of sound. Developmental Psychology，  




	 課題による検討の試み-	 文教大学人間科学部紀要「人間科学研究」，15，pp.14-20.  
山本博樹 （1993b）テレビアニメにおけるカット技法の実態	 発達心理学研究，4，  
	 pp.136-144. 








































































































  117 
	 謝辞	
	 本論文の執筆にあたり、主査教員の前迫孝憲先生には、ご多忙の中、何度も面談を
行っていただき、研究上の課題などについて親身になって相談に応じていただきまし
た。また、副査教員の西森年寿先生には、常日頃より、丁寧なご指導をいただき、ま
た、公聴会においては、私の研究の方向性を支持してくださるありがたい言葉の数々
を頂戴いたしました。さらに、副査教員の三宮真智子先生には、幅広い視点から研究
の必要性と精緻性、方向性を的確にご指導いただきました。ご指導賜った先生方に、
心より感謝申し上げます。 
	 また、大阪大学人間科学部教育工学研究室の研究員、大学院生、学部生の皆様にも、
普段は社会人であるために十分な交流や貢献はできませんでしたが、来訪時には笑顔
で接していただいたこと、心にしみる思いでした。とても感謝しています。 
	 その他、本論文の作成に至るまでご支援くださった松河秀哉先生をはじめ、数多く
の先生方、協力してくださった皆様、応援してくれた家族にも感謝しております。 
	 現在、子どもを取り巻くメディアの文化と技術は、どんどん進化し続けており、ま
た、それに伴って就学前児にも使えること、理解できること、制作できることも進ん
でいることが容易に見てとれます。もしかすると、この研究成果もあっという間に古
い遺物になるのかもしれません。それでも、新たな状況に対して、子どもはメディア
情報をどう理解できるのかを探り続けることによって、今を生きる私たちがメディア
情報から何をどこまで理解できるのか、そしてどのように教育に活かしうるものなの
かを考えることができると思っています。また、望ましくないメディア利用が伺える
家庭について、望ましい知見が行き届くよう努力しなければならないことも、この立
場の重要な役割であると考えています。今後の課題は非常に多いのですが、１つ１つ
着実に関連知見を積み重ねていかなければならないと考えています。この研究成果は、
就学前児とメディアについて無限に存在する検討課題を考え始めるための大海原への
第一歩に過ぎません。今後の成果の展開に、ご理解、ご支援いただければ幸いです。 
